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トピックス　病院を軸とした地域医療の実現と
　　　　　　経営健全化の抜本的改革を求める

幼さが消え凛とした顔が成長を感じさせる。
心も体も強く逞しい人間に育ってほしい。（9月11日浜坂中学校運動会・組体操）
幼さが消え凛とした顔が成長を感じさせる。
心も体も強く逞しい人間に育ってほしい。（9月11日浜坂中学校運動会・組体操）
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信頼される病院づくりの一環で実施されている病院フォーラム。研修医学生の

受け入れが、医者の確保に繋がれば病院経営の基本が安定する。　　　　　　

病
院
を
軸
と
し
た
地
域
医
療
の
実
現
と

経
営
健
全
化
の
抜
本
的
改
革
を
求
め
る

　

第
79
回
（
平
成
28
年
９
月
）
定
例
会
を
９
月
１
日
に
招
集
し
30
日
ま

で
30
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
町
長
か
ら
報
告
１
件
、
条
例
案

２
件
、
事
件
案
４
件
、
人
事
案
１
件
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
案
９
件
、

平
成
27
年
度
決
算
認
定
12
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
認
定
に
あ
た

り
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
４
日
間
の
集
中
審
査
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
決
算
認
定
を
主
に
報
告
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算

　
平
成
27
年
度
は
、「
安

心
・
元
気
・
地
方
創
生
予

算
」
と
位
置
づ
け
、
健
全

な
財
政
基
盤
の
確
立
を
主

体
と
し
た
予
算
編
成
に
基

づ
い
て
事
業
実
施
さ
れ
て

き
た
と
、
評
価
す
る
。

　
平
成
27
年
度
の
歳
入

歳
出
決
算
状
況
は
、
歳

入
総
額
１
０
７
億
５
，

７
２
５
万
１
千
円
、
歳

出
総
額
１
０
３
億
２
，

６
６
８
万
９
千
円
、
歳
入

歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）

は
、
４
億
３
，
０
５
６
万 

２
千
円
と
な
り
、
そ
の
う

ち
平
成
28
年
度
に
繰
越
す

べ
き
財
源
３
０
２
万
４
千

円
を
差
引
い
た
額
（
実

質
収
支
）
は
、
４
億
２
，

７
５
３
万
８
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
普
通
会
計
に
お
け
る
平

成
27
年
度
末
の
町
債
現

在
高
は
、
１
３
５
億
５
，

４
９
３
万
４
千
円
で
あ

り
、
実
質
公
債
費
比
率

は
13
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。
債
務
残
高
比
率
は 

２
１
８
・
０
％
と
な
り
、

町
民
一
人
当
た
り 

町
債

残
高
は
87
万
７
，
３
８
５

円
と
い
ず
れ
も
増
加
し
て

い
る
。

特
別
会
計
の
決
算

　
平
成
27
年
度
に
お
け
る

８
事
業
特
別
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
、
52
億
６
，
９ 

５
５
万
２
千
円
、
歳
出

決
算
額
は
、
50
億
７
，

６
９
９
万
７
千
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
、

１
億
９
，
２
５
５
万
５
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
各
特

別
会
計
の
決
算
状
況
は
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

公
営
企
業
会
計
の
決
算

　
平
成
27
年
度
公
営
企
業

会
計
（
浜
坂
温
泉
配
湯
事

業
・
水
道
事
業
・
公
立
浜

坂
病
院
事
業
）
の
決
算
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
会
計
に

お
い
て
、
公
営
企
業
の
原

則
で
あ
る
経
営
の
健
全
化

に
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、

な
お
一
層
の
努
力
を
期
待

す
る
。

　
特
に
、
病
院
事
業
は
危

機
的
な
状
況
が
継
続
し
て

お
り
、
原
点
に
立
ち
返
り

抜
本
的
な
大
改
革
に
挑
戦

さ
れ
た
い
。

　
更
に
、
前
例
踏
襲
や
課

題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
、
解
決
へ
向
け
て
計
画

に
基
づ
き
、
年
次
的
か
つ

着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
。

平成２７年度 各企業会計の状況　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名
収益収支 資本収支

収入 支出 収入 支出

浜坂温泉配湯事業会計 51,826 38,470 0 66,797

水 道 事 業 会 計 428,272 425,302 283,518 468,141

公立浜坂病院事業会計 1,199,342 1,306,989 159,000 158,611

平成27年度決算認定



議会費1.1％

使ったお金使ったお金

歳 出歳 出
103億2,668万円

災害復旧費0.4％ 労働費 0.2％

総務費
10.4％

民生費
（こども園･
医療･福祉）
20.3％

農林水産業費
6.3％

商工費
4.2％

土木費
5.7％

消防費
5.6％

教育費
8.1％

諸支出金
6.7％

公債費
（借金返済）
14.6％

衛生費
（環境･
健康診断）
16.4％

総務費
10.4％

民生費
（こども園･
医療･福祉）
20.3％

農林水産業費
6.3％

商工費
4.2％

土木費
5.7％

消防費
5.6％

教育費
8.1％

諸支出金
6.7％

公債費
（借金返済）
14.6％

衛生費
（環境･
健康診断）
16.4％

代表監査委員

福  田  　正

使用料･手数料
2.4％

交付金 3.1％

入ったお金入ったお金

歳 入歳 入
107億5,725万円

自主財源  19.7％

依存財源　80.3％

諸収入
3.6％
諸収入
3.6％

町税
13.1％

その他
0.6％

交付税・譲与税
48.7％

県支出金
6.6％

町債
15.8％

国庫
支出金
　6.1％

町税
13.1％

その他
0.6％

交付税・譲与税
48.7％

県支出金
6.6％

町債
15.8％

国庫
支出金
　6.1％
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信頼される病院づくりの一環で実施されている病院フォーラム。研修医学生の

受け入れが、医者の確保に繋がれば病院経営の基本が安定する。　　　　　　

平成２７年度 各特別会計の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名 歳入 (A) 歳出（B) 差引（A) － (B) 翌年度に繰り越すべき財源 実質収支

国民健康

保険事業

事 業 勘 定 2,159,779 2,107,568 52,211 0 52,211
照 診 施 設 勘 定 32,280 32,280 0 0 0
八 診 施 設 勘 定 16,469 16,469 0 0 0
歯科診施設勘定 50,099 50,098 1 0 1

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 202,552 199,824 2,728 0 2,728
介 護 保 険 事 業 1,704,193 1,648,867 55,326 0 55,326
浜坂地区残土処分場事業 132,987 92,236 40,751 40,188 563
温泉地区残土処分場事業 42,645 42,569 76 0 76
コミュニティ･プラント事業 49,850 47,055 2,795 0 2,795
七 釜 温 泉 配 湯 事 業 36,646 31,724 4,922 0 4,922
下 水 道 事 業 842,052 808,307 33,745 0 33,745

合　　　　　計 5,269,552 5,076,997 192,555 40,188 152,367

能
動
的
、
積
極
的 

に
意
欲
を
も
っ
て

　
　（
監
査
結
果
等
か
ら
）

①
町
税
の
徴
収

　
住
民
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
更
に
徴
収
体

制
の
徹
底
と
収
納
確
保
に

努
力
さ
れ
た
い
。併
せ
て
、

使
用
料
、
手
数
料
等
未
収

債
権
が
増
加
し
て
お
り
、

町
税
同
様
滞
納
の
収
納
に

全
力
を
傾
注
し
、
速
や
か

な
解
消
と
滞
納
繰
越
の
防

止
を
図
ら
れ
た
い
。

②
保
健
・
健
康
・
福
祉

　
施
策
の
推
進

　
住
民
の
健
康
管
理
の
た

め
、
様
々
な
健
康
診
断
を

実
施
し
、
受
診
率
は
向
上

し
て
い
る
が
、
一
層
努
力

さ
れ
た
い
。

　
特
に
、
医
療
は
、
診
療

所
を
含
め
た
地
域
医
療

の
今
後
の
あ
り
方
を
見
据

え
、
病
院
運
営
を
軸
に
治

療
と
予
防
を
一
体
化
さ
せ

た
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
地

域
医
療
の
実
現
と
、
経
営

の
健
全
化
に
向
け
て
の
抜

本
的
な
改
革
を
引
き
続
き

強
く
要
望
す
る
。

③
職
員
の
人
材
育
成

　
管
理
職
員
に
は
、
管
理

監
督
職
員
と
し
て
の
意

識
、
統
率
力
の
向
上
を
、

中
堅
職
員
に
は
創
意
工
夫

等
、
業
務
に
対
す
る
意
欲

を
、
新
任
職
員
に
対
し
て

は
社
会
人
、
勤
務
者
と
し

て
の
職
場
教
育
を
徹
底
す

る
な
ど
、
職
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
力
さ
れ
た

い
。
業
務
は
、
能
動
的
、

積
極
的
に
意
欲
を
も
っ
て

事
務
、
事
業
を
遂
行
し
、

「
丁
寧
・
親
切
・
迅
速
」

な
対
応
と
接
遇
に
努
め
ら

れ
た
い
。

④
業
務
の
簡
素
化
・
合

　
理
化

　
職
員
と
住
民
と
の
意
思

疎
通
が
希
薄
化
し
つ
つ
あ

る
と
危
慎
す
る
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
業
務

の
遂
行
に
は
チ
ー
ム
プ

レ
ー
が
必
要
不
可
欠
だ

が
、
縦
割
り
等
、
組
織
内

の
意
思
疎
通
、
連
携
、
調

整
が
不
十
分
で
あ
る
と
感

じ
ら
れ
る
。
早
急
に
改

善
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
制
度
や
事
務
事
業
を

総
点
検
し
て
、
見
直
し
、

圧
縮
等
、
事
業
の
取
捨
選

択
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
努
力
さ
れ
た
い
。

平成27年度
一般会計決算の状況
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総
務
費

Ｑ
　
総
務
費
の
報
償
費
１
， 

５
０
１
万
円
の
内
容
は
。

Ａ　
町
内
１
１
４
地
区
の

区
長
・
町
内
会
長
へ
の
報

奨
金
で
あ
る
。

Ｑ
　
企
画
費
の
報
酬
２
０ 

７
万
円
不
用
額
は
な
ぜ
。

Ａ　
開
催
を
予
定
し
予
算

計
上
し
て
い
た
土
地
利
用

委
員
会
を
開
催
し
な
か
っ

た
た
め
。

Ｑ
　
合
併
十
周
年
記
念
式

典
で
の
、
表
彰
者
が
限
定

さ
れ
て
い
る
。

Ａ　
表
彰
基
準
に
則
し
て

の
表
彰
で
あ
り
、
公
平
で

あ
る
。

Ｑ
　
企
画
費
の
負
担
金
・

補
助
金
約
１
億
６
，２
０
０ 

万
円
の
主
な
も
の
は
何
か
。

Ａ　
町
民
バ
ス
（
夢
つ
ば 

め
）、
町
民
タ
ク
シ
ー
、

ゆ
め
ぐ
り
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、

但
馬
空
港
利
用
促
進
事
業

で
あ
る
。

 

民
生
費

Ｑ
　
敬
老
会
を
全
地
区
に

広
げ
る
べ
き
。
23
地
区
で

は
少
な
い
。

Ａ　
拡
大
に
向
け
努
力
は

す
る
。

Ｑ
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

は
本
当
に
機
能
し
て
い
る

の
か
。
十
分
に
活
用
し
孤

独
死
を
防
ぐ
べ
き
。

Ａ　
５
件
の
要
請
が
あ
り

出
動
し
助
か
っ
た
命
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
　
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
民
間

委
託
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
将
来
的
に
は
検
討
し

て
い
く
。

Ｑ
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

｢

す
こ
や
か
ー
に｣

遊
び

場
所
を
設
け
よ
。

Ａ　
広
く
て
快
適
だ
が
学

校
か
ら
遠
い
の
が
不
便
。

Ｑ
　
認
定
こ
ど
も
園
の
労

働
環
境
、
長
期
欠
勤
者
は

い
な
い
か
、
ま
た
臨
時
職

員
の
割
合
が
多
い
が
、
体

制
改
善
は
し
な
い
か
。

Ａ　
１
名
の
欠
勤
教
諭
が

い
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
メ
ン
タ
ル
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
組
織

改
善
の
た
め
職
場
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
。
園
児
に
対
す

る
保
育
士
配
属
国
基
準
６

人
に
１
人
を
、
本
町
は
３

人
に
１
人
と
優
遇
し
て
い

る
。

Ｑ
　
北
但
ク
リ
ー
ン
パ
ー

ク
の
資
源
化
、
負
担
金
の

動
向
は
。

Ａ　
リ
サ
イ
ク
ル
し
資
源

化
す
る
。
来
年
度
以
降
運

営
費
が
負
担
に
な
る
。

Ｑ
　
子
ど
も
貧
困
率
、
子

ど
も
の
未
来
、
心
の
ケ
ア

の
実
態
を
把
握
し
て
、
住

み
良
い
町
に
す
べ
き
。

Ａ　
貧
困
率
は
正
確
に
分

か
ら
な
い
が
、
低
い
と
思

う
。
自
殺
者
は
平
成
18
年

か
ら
19
年
は
県
下
１
位
。

そ
の
後
、
相
談
窓
口
設
置
、

団
体
連
携
等
啓
蒙
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
　
保
育
料
の
滞
納
者
は

い
る
の
か
。

Ａ　
滞
納
者
は
い
な
い
。

 

衛
生
費

Ｑ
　
町
指
定
の
ご
み
袋
は

な
ぜ
半
透
明
な
の
か
。

Ａ　
本
来
は
透
明
で
考
え

て
い
た
が
、
町
民
の
要
望

で
半
透
明
に
し
た
。

Ｑ
　
汲
取
り
量
が
増
え
た

の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
浜
坂
道
路
等
の
仮
設

便
所
が
増
え
た
か
ら
。

 

労
働
費

Ｑ
　
サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
の

高
校
生
の
就
職
状
況
は
。

Ａ　
平
成
28
年
８
月
末
で
、

全
校
生
徒
96
名
中
就
職
希

望
者
は
21
名
、
町
内
で
の

就
職
は
14
名
が
希
望
し
て

い
る
。

 

農
林
水
産
費

Ｑ
　
Ｇ
Ｉ
を
活
用
し
て
事

業
を
起
こ
し
て
み
て
は
。

Ａ　
の
ぼ
り
、
チ
ラ
シ
等

を
作
っ
て
い
き
た
い
。
農

家
も
徐
々
に
育
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
保
呂
瀬
公
園
の
利
用

状
況
は
。

Ａ　
利
用
は
無
し
、
草
刈

 

討 

論

平
成
27
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

  

反
対   

中
井
次
郎 

議
員

　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
建
設

に
か
か
わ
る
経
費
だ
。
ご

み
処
理
は
各
自
治
体
で
処

理
す
る
の
が
原
則
。
加

え
て
燃
や
す
こ
と
を
極
力

抑
え
、
再
資
源
化
す
る
こ

と
が
「
循
環
型
社
会
」
の

形
成
と
な
る
。
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
は
焼
却
処
理
を
進

め
る
施
設
だ
。
産
棄
で
あ

る
下
水
道
施
設
か
ら
出
る

汚
泥
は
、
こ
れ
ま
で
堆
肥

化
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
こ
の
処
理
施
設
で

焼
却
す
る
。
炉
を
高
温
に

保
つ
た
め
、
焼
却
温
度
が

高
す
ぎ
炉
を
傷
め
て
し
ま

う
と
い
わ
れ
て
き
た
廃
プ

ラ
を
燃
や
す
。
こ
の
処
理

方
法
は
焼
却
炉
の
消
耗

を
早
め
る
こ
と
と
な
る
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

  
反
対   

高
橋
邦
夫 

議
員

①
臨
時
職
員
の
待
遇
に
つ

い
て
、
労
働
基
準
監
督
署

の
是
正
勧
告
は
異
例
中
の

異
例
で
あ
り
、
全
職
員
の

40
％
以
上
を
占
め
る
臨
時

職
員
に
対
す
る
姿
勢
を
問

わ
れ
た
。

②
過
疎
高
齢
化
、
少
子
化
、

若
者
定
着
等
、
人
口
減
少

へ
の
具
体
的
施
策
に
伸
長

が
な
く
、
先
の
課
題
へ
着

実
な
取
組
を
最
優
先
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
病
院
の
資
金
不
足
比
率

解
消
の
た
め
に
年
度
末
で

の
繰
出
し
は
唐
突
で
、
信

じ
が
た
い
高
額
で
あ
っ

た
。
現
在
の
病
院
の
経
営

状
態
が
継
続
す
る
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
見
過
ご
せ

な
い
。

　
以
上
３
点
を
指
摘
し
反

対
す
る
。

施策の効果を確かめる
　決算認定は、決算から施策の成果を点検し次年度に反映すべく議論するものです。今回
の決算特別委員会では、委員長に中井勝議員、副委員長に池田宜広議員を選出し、議長を
除く１４名の委員で一般会計・特別会計・企業会計の全１３会計を審査しました。集中し
て多くの議論がありましたが、紙面都合のため一般会計の一部を紹介します。

決算特別委員会
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り
等
は
常
に
し
て
い
る
。

Ｑ
　
船
内
か
ら
オ
イ
ル
漏

れ
に
よ
り
、
匂
い
が
し
た

カ
ニ
が
出
回
っ
た
事
実
は

あ
っ
た
か
。

Ａ　
オ
イ
ル
漏
れ
が
原
因

で
は
な
い
。

Ｑ
　
サ
ン
ビ
ー
チ
東
屋
の

テ
ー
ブ
ル
に
穴
が
開
い
て

い
る
が
。

Ａ　
県
と
の
協
議
で
次
年

度
に
対
応
す
る
。

 

商
工
費

Ｑ
　
旧
温
泉
高
校
の
跡
地

（
地
域
活
性
化
施
設
）
の

管
理
は
。

Ａ　
十
分
で
は
な
い
が
草

刈
り
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

Ｑ
　
施
設
の
活
用
促
進
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

か
。

Ａ　
町
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
利
用

し
て
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
薬
師
湯
の
管
理
、
脱

衣
場
の
床
の
修
繕
は
。

Ａ　
施
設
は
湯
財
産
区
に

指
定
管
理
し
て
い
る
。
床

の
件
は
確
認
す
る
。

Ｑ
　
バ
イ
カ
モ
公
園
の
看

板
を
設
置
す
べ
き
。

Ａ　
県
と
の
関
わ
り
も
あ

り
県
と
協
議
を
し
検
討
す

る
。

Ｑ
　
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
量

が
当
初
の
計
画
よ
り
低
下

し
て
い
る
が
。

Ａ　
発
電
の
停
止
期
間
が

あ
り
、
通
年
発
電
に
な
る

と
、
予
定
量
は
発
電
で
き

る
。

Ｑ
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
の

入
館
者
数
が
減
っ
て
い
る

が
。

Ａ　
夢
公
社
独
自
の
取
り

組
み
を
し
な
が
ら
誘
客
に

努
め
て
い
る
。

Ｑ
　

ジ
オ
パ
ー
ク
館
は

こ
の
町
の
観
光
振
興
に
役

立
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
年
間
２
万
４
，０
０
０ 

人
程
度
の
入
館
が
あ
り
、

観
光
に
貢
献
し
て
い
る
。

 

消
防
費

Ｑ
　
防
災
訓
練
の
あ
り
方

は
現
状
で
よ
い
の
か
。

Ａ　
企
業
の
方
々
と
も
手

を
結
ん
で
い
る
。

 

土
木
費

Ｑ
　
大
規
模
集
客
施
設
に

耐
震
化
助
成
金
を
出
す
な

ら
、
公
共
下
水
接
続
を
求

め
る
べ
き
。

Ａ　
そ
の
よ
う
に
努
め
る
。

 

教
育
費

Ｑ
　
夢
が
丘
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
遅
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
。

Ａ　
浜
坂
中
学
校
は
大
規

模
改
修
時
に
設
置
、
昨
年

度
か
ら
夏
に
室
温
、
湿
度

の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

特
に
湿
度
が
高
い
た
め
国

庫
補
助
制
度
を
検
討
し
て

い
る
。

Ｑ
　
浜
坂
中
学
校
の
ス
マ

ホ
の
普
及
は
ど
の
程
度
か
、

夢
が
丘
中
学
校
生
徒
会
で

ル
ー
ル
化
も
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
。

Ａ　
保
持
は
６
割
～
７
割

程
度
。
学
校
内
で
の
利
用

は
禁
止
し
て
い
る
。
校
内

で
も
一
般
電
話
で
の
連
絡

を
基
本
と
し
て
い
る
。
夢

が
丘
中
学
校
生
徒
会
の
取

組
は
望
ま
し
い
活
動
だ
。

Ｑ
　
通
学
費
補
助
に
お
い

て
、
両
中
学
校
間
で
大
き

な
差
が
あ
る
が
原
因
は
。

Ａ　
夢
が
丘
中
学
校
は
８

名
の
自
転
車
通
学
補
助
、

浜
坂
中
学
校
は
汽
車
通
学

38
名
、
自
転
車
通
学
35
名

に
よ
り
差
が
で
て
い
る
。

Ｑ
　
子
ど
も
の
貧
困
が
問

わ
れ
て
い
る
が
、
教
育
現

場
で
の
事
象
が
あ
る
か
。

Ａ　
法
律
で
も
子
ど
も
の

貧
困
に
つ
い
て
教
育
費
無

償
化
等
の
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。
現
実
に
、
経

済
的
な
理
由
で
学
校
に
行

け
な
い
児
童
も
あ
る
。
対

応
は
健
康
福
祉
課
と
連
携

し
た
フ
ォ
ロ
ー
を
は
じ
め
、

「
チ
ー
ム
学
校
」
な
ど
で

も
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
　
地
区
公
民
館
の
未
結

成
校
区
が
あ
る
が
、
い
つ

事
業
開
始
と
な
る
の
か
。

Ａ　
奥
八
田
、
熊
谷
、
温

泉
地
区
で
地
区
公
民
館
が

未
結
成
。
そ
れ
ぞ
れ
事
情

が
あ
る
が
、
今
年
度
中
に

温
泉
地
区
に
出
向
き
説
明

を
行
う
。

 

討 

論

平
成
27
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

  

反
対   

中
井
次
郎 

議
員

　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
建
設

に
か
か
わ
る
経
費
だ
。
ご

み
処
理
は
各
自
治
体
で
処

理
す
る
の
が
原
則
。
加

え
て
燃
や
す
こ
と
を
極
力

抑
え
、
再
資
源
化
す
る
こ

と
が
「
循
環
型
社
会
」
の

形
成
と
な
る
。
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
は
焼
却
処
理
を
進

め
る
施
設
だ
。
産
棄
で
あ

る
下
水
道
施
設
か
ら
出
る

汚
泥
は
、
こ
れ
ま
で
堆
肥

化
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
こ
の
処
理
施
設
で

焼
却
す
る
。
炉
を
高
温
に

保
つ
た
め
、
焼
却
温
度
が

高
す
ぎ
炉
を
傷
め
て
し
ま

う
と
い
わ
れ
て
き
た
廃
プ

ラ
を
燃
や
す
。
こ
の
処
理

方
法
は
焼
却
炉
の
消
耗

を
早
め
る
こ
と
と
な
る
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

  

反
対   

高
橋
邦
夫 

議
員

①
臨
時
職
員
の
待
遇
に
つ

い
て
、
労
働
基
準
監
督
署

の
是
正
勧
告
は
異
例
中
の

異
例
で
あ
り
、
全
職
員
の

40
％
以
上
を
占
め
る
臨
時

職
員
に
対
す
る
姿
勢
を
問

わ
れ
た
。

②
過
疎
高
齢
化
、
少
子
化
、

若
者
定
着
等
、
人
口
減
少

へ
の
具
体
的
施
策
に
伸
長

が
な
く
、
先
の
課
題
へ
着

実
な
取
組
を
最
優
先
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
病
院
の
資
金
不
足
比
率

解
消
の
た
め
に
年
度
末
で

の
繰
出
し
は
唐
突
で
、
信

じ
が
た
い
高
額
で
あ
っ

た
。
現
在
の
病
院
の
経
営

状
態
が
継
続
す
る
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
見
過
ご
せ

な
い
。

　
以
上
３
点
を
指
摘
し
反

対
す
る
。

　「但馬牛まつり」のメイン行事は牛の造形物パレードで
ある。年々参加団体が減少し今回は３組となった。入込
客も減少気味。知恵と工夫が求められている。
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造成工事が進む道の駅、いよいよ建築工事がスタートする。
工期は来年７月 21 日である。

 こんな「決まり事」に
 なりました

チェック！
　 条例改正

い
よ
い
よ
着
工
、
運
営

主
体
は
決
ま
っ
た
か

新
温
泉
町
道
の
駅
建
築
工

事
請
負
契
約
の
締
結　
　

　

（
説
明
）
条
例
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
内
容
は
次
の

と
お
り
。

１
．
契
約
の
金
額

２
億
８
，０
１
４
万
４
千
円

２
．
契
約
の
相
手
方

　
株
本
建
設
工
業
㈱
代
表

取
締
役
社
長
　
株
本
寛

 

主
な
議
論

Ｑ
　
指
定
管
理
者
（
運
営

主
体
）
は
ど
の
よ
う
に
な 

っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
条
例
制
定
を
準
備
し

て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ど
お
り
制
定
後
に
指
定
管

理
者
を
募
集
す
る
。

Ｑ
　
建
設
工
事
で
県
土
木

と
町
の
持
ち
分
は
。

Ａ
　
土
木
は
８
，
２
０
０ 

万
円
、
町
は
２
億
６
０
０ 

万
円
。

Ｑ
　
落
札
比
率
が
99
％
で

高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
１
回
目
で
落
札
で
き

ず
２
回
目
の
入
札
結
果
で

あ
る
。

Ｑ
　
飲
食
棟
は
指
定
管
理

者
の
思
惑
に
合
わ
な
け
れ

ば
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
　
工
事
等
、
変
更
も
あ

り
得
る
。

Ｑ
　

進
入
路
は
歩
行
者

の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
の

か
。

Ａ
　
高
校
生
の
自
転
車
や

小
学
生
の
通
学
路
で
あ
り
、

県
と
警
察
で
協
議
さ
れ
て

い
る
。

　
多
く
の
議
論
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
。

使
用
料
は
指
定
管
理

者
が
徴
収
す
る
も
の

新
温
泉
町
道
の
駅
条
例
の

制
定　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
説
明
）
新
温
泉
町
道
の

駅
の
整
備
に
伴
い
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

 

主
な
議
論

Ｑ
　
使
用
料
の
根
拠
等
は
。

Ａ
　
使
用
料
は
運
営
上
の

最
高
額
を
規
定
。
最
終
は

指
定
管
理
者
と
出
店
者
で

の
話
し
合
い
と
な
る
。

Ｑ
　
無
休
で
運
営
す
べ
き
。

Ａ
　
無
休
を
基
本
。

Ｑ
　
指
定
管
理
者
へ
の
持

ち
出
し
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
想
定
し
て
い
な
い
。

Ｑ
　
指
定
管
理
者
が
す
べ

て
の
施
設
運
営
を
行
っ
た

場
合
に
は
使
用
料
が
発
生

し
な
い
の
か
。

Ａ
　
そ
の
と
お
り
。

Ｑ
　
県
か
ら
の
ト
イ
レ
委

託
料
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ
　
参
考
に
余
部
は
３
０ 

０
万
円
程
度
と
聞
い
て
い

る
。

Ｑ
　
入
込
客
数
は
。

Ａ
　
年
間
20
万
人
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
　
情
報
発
信
事
業
も
指

定
管
理
者
に
や
ら
せ
る
の

か
。

Ａ
　
不
採
算
事
業
で
あ
り
、

運
営
方
法
は
検
討
の
余
地

が
あ
る
。

Ｑ
　
施
設
の
維
持
管
理
経

費
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ
　
詳
細
な
計
算
は
な
い

が
近
隣
や
他
の
施
設
の
状

況
で
算
定
し
て
い
る
。

　
多
く
の
議
論
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
。

現
の
協
力
隊
員
に
も

適
用
す
べ
き

非
常
勤
の
嘱
託
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正　
　
　

　

（
説
明
）
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
関
す
る
制
度
改
正

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
。

 

主
な
議
論

Ｑ
　
来
年
の
４
月
実
施
だ

が
、
現
の
隊
員
16
万
５
千

円
も
20
万
８
千
円
に
な
る

の
か
。

Ａ
　

対
象
は
新
規
隊
員

の
募
集
か
ら
で
、
現
隊
員

は
現
時
点
の
16
万
５
千
円

（
従
来
の
報
酬
額
）。

Ｑ
　
同
じ
仕
事
で
任
期
も

３
年
、
経
験
の
長
い
隊
員

が
少
な
い
報
酬
額
だ
が
問

題
は
発
生
し
な
い
の
か
。

Ａ
　
今
回
は
新
規
募
集
し

た
隊
員
が
対
象
。
今
後
、

現
実
的
に
改
定
の
必
要
あ

り
検
討
は
す
る
。

　
多
く
の
議
論
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
。

開
発
に
伴
う
調
整
池

の
考
え
方
は

財
産
の
取
得
（
新
残
土
処

分
場
の
用
地
取
得
）　  　

　

（
説
明
）
条
例
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
、
内
容
は
次
の
と
お
り
。

１
．
財
産
の
種
類
規
模

　
土
地
（
田
）
ほ
か

　
２
９
，１
８
５
．４
８
㎡

２
．
財
産
の
所
在
地

新
温
泉
町
戸
田
字
和
泉
谷

３
．
取
得
金
額

４
８
，７
３
９
，６
９
７
円 

４
．
取
得
先
　
山
陰
道
路

㈱
代
表
取
締
役
　
株
本
高

志
外
１
名

 

主
な
議
論

Ｑ
　
買
収
単
価
は
ど
の
よ

う
に
決
定
し
た
か
。

Ａ
　
土
地
鑑
定
士
の
鑑
定

結
果
で
あ
る
。
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平成 28 年 9 月補正予算  一般会計、特別会計、企業会計
（単位：千円）

会　　　計　　　名 補正額 補正後予算額

一　　般　　会　　計 52,209 10,154,521

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 77,790 2,263,201

後 期 高 齢 者 医 療 2,727 215,634

介 護 保 険 事 業 21,948 1,709,217

浜坂地区残土処分場事業 0 83,453

温泉地区残土処分場事業 0 22,788

七 釜 温 泉 配 湯 事 業 4,920 12,637

（
支
出
）

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 4,476 1,196,544

公 立 浜 坂 病 院 事 業 10,705 1,682,134

 まちの台所事情が
 変わりました

チェック！
　 補正予算

Ｑ
　
開
発
に
伴
う
調
整
池

の
考
え
方
、
法
人
所
有
地

だ
が
農
地
が
所
有
で
き
る

の
か
。

Ａ
　
調
整
池
の
規
模
は
決

定
し
て
い
な
い
が
、
防
災

を
最
大
限
に
考
慮
す
る
。

法
人
所
有
の
要
因
は
昭
和

22
年
に
時
効
取
得
で
所
有

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
多
く
の
議
論
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
。

　
そ
の
他
、
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
及

び
、
水
道
事
業
の
事
故
に

伴
う
「
損
害
賠
償
の
額
の

決
定
及
び
和
解
」
議
案
が

提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。

  

報
告
他

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告　
　

　
次
の
と
お
り
報
告
さ
れ

た
。

健
全
化
比
率
は
好
調
、

病
院
事
業
の
資
金
不

足
は
危
機
的

　
平
成
27
年
度
各
健
全
化

判
断
比
率
に
お
い
て
、
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
で
は
赤
字
は
生

じ
て
い
な
い
。
実
質
公

債
費
比
率
は
前
年
比
１
・

５
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
、

13
・
６
％
で
あ
る
。
将

来
負
担
比
率
は
、
前
年
比

４
・
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ

れ
、
１
０
５
・
８
％
で
あ

る
。
資
金
不
足
比
率
は
公

立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
が

19
・
３
％
と
、
対
前
年
３
・

２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
い

る
が
、
経
営
健
全
化
基
準

の
20
・
０
％
を
下
回
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
内
情
は

一
般
会
計
か
ら
の
支
援
に

よ
る
特
別
利
益
で
の
基
準

内
で
あ
り
、
早
急
に
抜
本

的
な
経
営
健
全
化
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
の
他
の
４

会
計
は
、
資
金
不
足
は
発

生
し
て
い
な
い
。

若
者
定
住
を
支
援
す

る
定
住
促
進
住
宅
及

び
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
に
４
２
０
万
円

増
額
！

　
こ
の
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
年
度
途
中
で

の
事
業
進
捗
や
新
た
に
発

生
し
た
状
況
に
対
応
す
べ

く
各
費
目
全
体
に
わ
た
っ

て
予
算
補
正
が
行
わ
れ

た
。

　
ま
た
、
新
規
の
事
業
で

主
な
も
の
は
、
民
生
費
で

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
対
応
す
る
た
め
障
が

い
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
導

入
業
務
、
労
働
費
で
は
定

住
促
進
住
宅
取
得
助
成
金

３
０
０
万
円
、
商
工
費
で

は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

１
２
０
万
円
、
土
木
費
で

は
道
路
橋
梁
費
の
工
事

請
負
費
９
８
３
万
５
千

円
、
修
繕
料
２
０
０
万

円
、
消
防
費
は
消
防
団

員
退
職
報
奨
金
32
名
分

３
１
８
万
３
千
円
が
そ
れ

ぞ
れ
増
額
と
な
っ
た
。
今

回
の
一
般
会
計
補
正
は

５
，
２
２
０
万
９
千
円
を

増
額
し
、
一
般
会
計
予

算
は
総
額
１
０
１
億
５
，

４
５
２
万
１
千
円
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
ほ
か
４
件
、
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
ほ
か

３
件
も
議
案
上
程
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
補
正
の
多
く

は
平
成
27
年
度
各
会
計
決

算
の
確
定
に
伴
う
繰
越
金

の
処
理
と
し
て
補
正
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
賛
成
多
数
で
可
決
承
認

さ
れ
た
。
各
会
計
の
補
正

額
は
次
の
表
の
と
お
り
で

あ
る

健全化判断比率（％）
区　分 平成 27 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生
基　準

実 質 赤 字 比 率 － 14.21　 20.0
連結実質赤字比率 － 19.21　 30.0
実 質 公 債 費 比 率   13.6  25.0 　 35.0
将 来 負 担 比 率 105.8 350.0 　
（備考）実質赤字額及び連結実施赤字額がない場合は、「－」と記載している。

資金不足比率（％）
特別会計の名称 平成 27 年度

決　算
経営健全化

基　準
浜 坂 温 泉 配 湯 事 業 会 計 － 20.0
水 道 事 業 会 計 － 20.0
公 立 浜 坂 病 院 事 業 会 計 19.3 20.0
下 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20.0
（備考）資金不足が生じない場合は、「－」と記載している。
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　ずばり！町政を問う。 一 般 質 問

ずばり!　 　　
 　  町政を問う。

　一般質問とは、議員個人が町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長
に求め、町民のための適切な行政運営を進めているかを点検することと、議員自らの政策提言を行い、
政治姿勢を明らかにするものです。
　本町議会では、議員は年 4 回の定例会で一般質問することができます。質問方法は、効率的な議
会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」を採用し、
議員はその内容に沿って質問します。一般質問の質問時間は、答弁時間を除き 40 分以内で、時間
内であれば何回でも質問することができます。
　議会広報では、質問議員が自分の質問結果の原稿（１人１ページ）を作成し掲載しています。今
定例会の質問議員は７人でした。次のとおり紹介します。

頁 質  問  者 質　　　　問　　　　事　　　　項

9 中村　　茂 ①協働でつくる「 海、山、温泉、人が輝く夢と温もりの郷」
② “ 海、山、温泉 ” を生かした産業振興の評価

10 池田　宜広

①浜坂病院について
②公共施設の今後
③観光資源の活用
④魅力発信

11 西村　銀三 ①人口対策
②ふるさと納税

12 谷田　一富 ①湯村温泉荒湯の安全な管理を
②新温泉町「道の駅」事業成功させるために何が必要か

13 高橋　邦夫
①「道の駅」は町民の理解が得られていない
② J R 田君踏切歩道の安全対策は
③管外研修での教訓

14 谷口　　功 ①地域医療構想（案）
②図書館のあり方

15 中井　次郎
①鳥取市との連携中枢都市圏形成はどこまで進んでいるのか
②燃やすごみ処理・資源分別を 16 から 19 に増やした理由を問う
③有害鳥獣対策

　　※質問は通告受け付け順に掲載しています。
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　ずばり！町政を問う。

“
地
域
振
興
、地
域
福
祉
、地
域
防
災
、人
づ
く
り
”の
４
分
野
を
協
働
で

　
　
町
長
　
４
分
野
を
含
め
、
力
点
を
置
き
た
い

スポーツクラブ２１八田で継続実施されている八田地区運動会。和やか
な笑い声が谷間に響いていた。新しい地域コミュニティのスタイルだ。

中村 　茂 議員

行
動
を
と
も
に
す
る
。
こ

と
と
認
識
す
る
。

企
画
課
長
　
自
治
基
本
条

例
は
、
議
会
基
本
条
例
と

セ
ッ
ト
で
考
え
て
お
り
、

未
制
定
の
状
況
で
あ
る
。

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
」
を
次
期
総
合
計

画
に
入
れ
た
い
。

町
長
　
議
会
に
ゲ
タ
を
預

け
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

な
か
な
か
同
時
に
は
で
き

な
い
。
新
総
合
計
画
に
盛

り
込
み
た
い
。

　
協
働
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
存
続
に
お

い
て
、
地
域
組
織
が
担
う

重
点
と
し
て
“
地
域
振
興
、

地
域
福
祉
、
地
域
防
災
、

人
づ
く
り
”
の
４
分
野
を

総
合
計
画
の
議
論
を
も
っ

て
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て

ほ
し
い
。

町
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
等
、
地
域
政
策
を
重
点

的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

は
、
私
自
身
も
痛
切
に
感

じ
て
い
る
。
総
合
計
画
の

策
定
中
で
あ
り
、
先
ほ
ど

の
４
分
野
を
含
め
、
力
点

を
置
き
た
い
。

海
、
山
、
温
泉
を
生
か
し

た
産
業
振
興
の
評
価

　
観
光
戦
略
の
推
進
に

お
い
て
は
各
団
体
や
組
織

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

観
光
は
ト
ー
タ
ル
産
業
と

言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
町

の
観
光
力
は
ア
ッ
プ
し
た

の
か
。
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
。

町
長
　
直
近
の
観
光
入
り

込
み
は
、
24
年
か
ら
１
０ 

７
万
人
台
を
キ
ー
プ
し
て

い
た
が
昨
年
は
１
０
８ 

万
３
千
人
に
増
加
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
は
、
４
４
４
人

か
ら
昨
年
は
８
８
８
人

　
今
回
は
町
総
合
計
画
の

見
直
し
の
機
に
当
た
り
確

認
と
質
問
を
行
う
。

　
海
、
山
、
温
泉
、
人

が
輝
く
た
め
に
は
、
行
政

と
住
民
等
と
の
信
頼
、
連

携
、
協
力
に
よ
る
協
働
が

必
要
。
町
の
総
合
計
画
に

あ
る
自
治
基
本
条
例
の
制

定
は
で
き
る
の
か
。

町
長
　
協
働
は
共
に
自
立

し
た
立
場
で
目
的
を
共
通

に
し
て
、
な
お
か
つ
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
尊
重
し
な

が
ら
責
任
あ
る
対
応
で
、

と
、
数
字
は
少
数
だ
が
倍

増
し
て
い
る
。
事
業
者
を

含
め
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。

農
林
漁
業
含
め
観
光
が

ト
ー
タ
リ
テ
ィ
な
、
そ
う

い
っ
た
事
業
だ
と
い
う
認

識
は
同
じ
で
あ
る
。

　
両
観
光
協
会
の
活
性

化
の
た
め
、
県
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
等
の
支
援
事
業
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
町

の
随
伴
支
援
を
行
い
情
報

発
信
す
べ
き
。

町
長
　
町
に
か
な
っ
た
支

援
事
業
は
、
観
光
協
会
で

予
算
時
期
に
行
政
に
対
し

て
事
業
の
企
画
を
、
し
っ

か
り
と
提
案
が
あ
れ
ば
、

一
定
の
支
援
措
置
は
講
じ

た
い
。



しんおんせん議会だより（第４４号  平成２８年１０月） 10

山陰海岸ジオパーク館は世界認定を目指した本町の意気込みの
象徴である。遊覧船の本格運営に合わせた新たな誘客が必要だ。

池田 宜広 議員

「浜坂病院」今後の、経営改善具体策は
　　町長　改革プランを定め、赤字幅を削減したい　

　ずばり！町政を問う。 一 般 質 問

砦
で
あ
る
の
で
、
先
生
方

の
招
聘
に
東
奔
西
走
し
て

い
る
が
、
十
分
で
は
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
改

革
プ
ラ
ン
の
策
定
、
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
等
、
地
域
の

皆
さ
ん
、
先
生
方
が
来
ら

れ
る
よ
う
な
環
境
の
整
備

を
し
な
が
ら
、
経
営
改
善

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
病
院
に
関
し
て
思
う

と
こ
ろ
は
、
ど
う
し
て
も

医
療
は
敷
居
が
高
い
、
医

師
、
看
護
師
と
十
分
に
話

が
で
き
れ
ば
信
頼
が
生
ま

れ
、
住
民
参
加
の
経
営
が

望
ま
し
い
と
思
う
が
。

町
長
　
福
祉
大
会
の
講
師

で
あ
っ
た
り
、
出
前
健
康

講
座
で
あ
っ
た
り
と
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
な
り
。

思
い
を
真
摯
に
受
け
止
め

ら
れ
る
場
、
浜
坂
病
院
の

役
割
を
、
皆
さ
ん
と
相
互

に
確
認
し
合
え
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

「
公
共
施
設
」
の
今
後

　
当
町
だ
け
が
厳
し
い

予
算
で
は
な
い
。
考
え
方

一
つ
、
手
の
入
れ
方
一
つ

に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る

施
設
も
あ
る
。
色
々
な
物
、

者
に
繋
が
る
長
期
的
展
望

を
伺
い
た
い
。

町
長
　
公
共
施
設
全
般
に

わ
た
り
総
合
管
理
計
画
を

策
定
し
、
漸
次
修
繕
を
描

け
る
物
、
適
正
に
す
る
物

等
々
に
仕
分
け
し
実
施
し

て
い
く
。
色
彩
は
今
後
計

画
の
中
で
、
利
用
者
の
使

い
や
す
い
方
向
で
配
慮
し

て
い
き
た
い
。

観
光
資
源
の
活
用
「
ジ

オ
パ
ー
ク
」
も
っ
と
活

用
す
べ
き

　
次
年
度
、
道
の
駅
の

名
称
に
も
な
る
で
あ
ろ
う

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
世
界
的

な
名
称
を
、
よ
り
多
く
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
確
か
に
、
ユ
ネ
ス

コ
の
正
式
認
定
に
よ
り
世

界
的
に
認
知
さ
れ
た
。
観

光
あ
る
い
は
体
験
ツ
ア
ー

等
々
を
て
こ
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
遊
覧
船
だ
け
で
な
く

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
遊
覧

飛
行
で
誘
客
を
試
み
て
は

ど
う
か
。

町
長
　
理
解
は
で
き
る
が
、

現
実
に
は
難
し
い
。

当
町
の
「
魅
力
発
信
」

が
薄
く
な
い
か

　
当
町
の
「
海
、
山
、

温
泉
」
等
多
く
の
魅
力
の

発
信
が
弱
い
、
も
っ
と
前

面
に
出
し
発
信
す
べ
き
。

町
長
　
あ
ら
ゆ
る
伝
達
手

段
を
通
じ
、
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
。

「
浜
坂
病
院
」
今
後
の

経
営
改
善
策
は

　
近
年
、
特
に
こ
こ
一
、

二
年
、
い
ろ
い
ろ
な
策
を

打
ち
な
が
ら
前
進
、
改
善

に
向
け
努
め
て
い
る
の
は

認
め
る
。
し
か
し
飛
躍
的

に
好
転
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
毎
年
、
数
億
も
の
財

源
を
投
入
し
て
い
る
。
こ

の
様
な
現
状
を
打
破
す
る

た
め
、
今
後
の
具
体
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
就
任
し
て
７
年
に

な
る
が
、
平
成
16
年
よ
り

医
師
の
研
修
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
、
存
続
す
る
こ

と
さ
え
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
た
。
し
か
し
地
域

の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
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大
混
乱
の
ゴ
ミ
処
理
、
町
民
目
線
で
見
直
し
を

　
　
町
長
　
全
体
的
に
見
直
し
た
い

西村 銀三 議員

　ずばり！町政を問う。

が
分
か
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
長

寿
命
で
す
ぐ
に
は
出
て
こ

な
い
。

　
４
月
か
ら
は
瓶
と
ア

ル
ミ
缶
が
同
じ
日
に
な
っ

た
り
、
金
属
類
と
蛍
光
管

が
同
じ
日
に
な
っ
た
り
と

本
当
に
分
か
り
に
く
い
。

町
長
　
お
金
に
な
る
資
源

物
を
久
谷
の
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
分
類
処
理
し

て
い
る
が
、
ア
ル
ミ
缶
と

ス
チ
ー
ル
缶
を
一
緒
に
す

る
と
売
却
時
の
価
格
が
安

く
な
る
こ
と
と
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
狭
い
た

め
分
別
機
械
を
設
置
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
町

民
に
お
願
い
し
た
。

　
集
め
ら
れ
た
缶
な
ど

は
い
く
ら
で
業
者
に
買
い

取
っ
て
貰
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

シ
ー
ル
は
お
金
を
払
っ

て
引
取
っ
て
貰
っ
て
い
る

が
、
そ
ん
な
無
駄
な
こ
と

は
せ
ず
一
般
ゴ
ミ
と
し
て

処
理
し
て
は
ど
う
か
。

　
４
月
か
ら
ゴ
ミ
の
収

集
方
法
と
焼
却
場
所
が
変

わ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

分
類
方
法
が
変
わ
り
、
大

混
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。

電
球
が
ど
う
し
て
金
属
な

の
か
。
蛍
光
管
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
て
き
て
お
り
、
ど
っ

ち
で
処
理
す
る
の
か
よ
く

分
か
ら
な
い
。

町
長
　
電
球
は
金
属
で
あ

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
管
も
金
属
だ
。

蛍
光
管
は
金
口
に
フ
ィ
ラ

メ
ン
ト
が
つ
い
て
い
る
の

で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
は
違
う
こ
と

町
長
　
最
も
お
金
に
な
っ

て
い
る
の
が
金
属
類
で
、

次
が
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー

ル
缶
、
紙
類
で
、
逆
に
お

金
を
支
払
っ
て
い
る
の
が

プ
ラ
製
容
器
、
ガ
ラ
ス
な

ど
で
あ
る
。
出
来
る
だ
け

再
資
源
化
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
そ
う
な
っ
て
い

る
が
、
全
体
的
に
見
直
し

を
検
討
し
た
い
。

人
口
減
少
対
策
は

　
昨
年
10
月
の
国
勢
調

査
で
は
、
人
口
は
５
年
間

で
７
・
４
％
減
り
、
合
併

し
た
10
年
前
と
比
べ
る
と

15
％
も
減
っ
た
。
特
に
温

泉
地
区
で
は
20
％
以
上
減

少
し
、
商
店
の
廃
業
な
ど

色
々
な
面
で
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
来
年
に

は
余
部
ま
で
、
さ
ら
に
数

年
後
に
は
鳥
取
へ
の
高
規

格
道
路
も
完
成
す
る
。
そ

れ
ら
が
過
疎
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
活
性
化
に
つ
な
が
る

手
を
打
つ
べ
き
で
は
。

町
長
　
京
阪
神
、
中
国
地

区
に
高
速
バ
ス
を
走
ら
せ

る
な
ど
し
て
道
路
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
か
せ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
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谷田 一富 議員

定住人口確保の為にも町外勤務の方へ補助金を
　　町長　誘導策の一つとして考えなくてはならないと思っている

町の地方創生計画で纏められた人口ビ
ジョン、人口増の取組みに期待したい。

　ずばり！町政を問う。 一 般 質 問

の
分
母
に
な
る
15
歳
～
49

歳
ま
で
の
女
性
の
人
口
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
具

体
的
な
施
策
を
示
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
人
口
の
減
少
と
い

う
の
は
、
出
生
率
の
こ
と

が
も
ち
ろ
ん
起
因
す
る
わ

け
だ
が
、
そ
れ
の
み
で
は

な
い
。

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に

つ
い
て

　
高
規
格
道
路
が
全
線

開
通
す
れ
ば
豊
岡
市
・
鳥

取
市
に
20
～
30
分
で
行
く

こ
と
が
で
き
、
通
勤
圏
内

に
な
っ
て
い
く
。
時
間
的

に
考
え
れ
ば
、
十
分
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
化
が
可
能
な
地

域
に
な
る
。
全
国
を
見
れ

ば
人
口
が
増
え
て
い
る
地

域
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が

う
ま
く
い
っ
た
地
域
は
人

口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

我
が
町
も
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
真
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
み
た
ら
ど
う

か
。

町
長
　
や
が
て
そ
う
い
う

時
代
が
来
る
と
、
御
指
摘

の
件
は
何
ら
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。

１
０
０
人
委
員
会
に

つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
移
住
定

住
を
推
し
進
め
て
い
る
我

が
町
と
し
て
、
若
者
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
さ
せ
る

こ
と
は
、
こ
の
町
に
住
ん

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ

る
と　

将
来
の
人
口
予
測
の

合
計
特
殊
出
生
率
で
あ
る

が
、
出
生
率
を
上
げ
て
も

人
口
は
減
少
し
て
い
く
。

東
京
の
よ
う
に
出
生
率
が

全
国
最
下
位
で
も
人
口
は

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。

こ
の
数
字
の
ア
ン
バ
ラ
ス

で
の
表
示
よ
り
、
出
生
率

で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
、
１
０
０
人
委
員

会
を
実
施
す
べ
き
。

町
長
　
若
者
の
意
見
を
聞

く
と
い
う
こ
と
も
本
当
に

必
要
な
こ
と
だ
と
い
う
認

識
は
持
っ
て
い
る
。
た
だ
、

１
０
０
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
大
変
な
こ
と
で
あ

る
の
で
、
そ
れ
が
い
い
か

ど
う
か
慎
重
な
対
応
が
い

る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
27
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
額
が
発
表
に

な
っ
て
お
り
、
27
年
度
は
、

前
年
の
４
倍
に
当
た
る

１
，
６
５
３
億
円
に
な
っ

て
い
る
。
全
国
１
位
は
都

城
市
で
、
実
に
新
温
泉
町

の
予
算
の
40
％
に
当
た
る

42
億
３
，
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
３
月
議
会

で
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
の
請
願
書
が
提
出

さ
れ
採
択
さ
れ
た
。
議
会

の
採
択
は
大
変
重
い
も
の

が
あ
る
と
思
う
し
、
議
会

と
両
輪
で
あ
る
と
考
え
る

な
ら
、
何
ら
か
の
決
断
を

出
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
長
　
今
、
湯
め
ぐ
り
チ

ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
を
、

寄
付
者
の
方
々
に
、
気
持

ち
で
送
付
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
物
品
と
か
、
そ

う
い
う
も
の
に
つ
い
て
は

指
示
し
て
い
な
い
。

　
我
が
町
の
27
年
度
の

実
績
は
43
件
で
２
６
６
万 

５
，
０
０
０
円
で
、
我
が

町
の
町
民
の
他
市
町
へ
の

寄
附
が
、
４
６
３
万
１
，

５
０
０
円
で
す
。
こ
の
町

に
入
っ
て
く
る
よ
り
出

て
い
く
金
額
が
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
税
額
控
除
は
１
７ 

２
万
７
，
０
０
０
円
で
、

い
た
だ
い
た
金
額
が
上

回
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
マ

イ
ナ
ス
に
転
じ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

私
の
個
人
的
な
思
い
と
し

て
は
、
こ
う
い
う
制
度
は

廃
止
し
て
ほ
し
い
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。
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町
民
の
た
め
の
道
の
駅
に
し
て
は
ど
う
か

　
　
町
長
　
愛
さ
れ
る
道
の
駅
に
す
る

田君踏切の改良がなされたが、歩行者の安全対策が
欠落している。早期の対策が必要である。

高橋 邦夫 議員

　ずばり！町政を問う。

く
っ
て
い
く
。

　
運
営
は
公
募
に
よ
る

指
定
管
理
方
式
に
変
更
は

な
い
か
。

町
長
　
直
営
は
あ
り
得
な

い
。
公
募
が
原
則
だ
。

　
湯
村
温
泉
を
は
じ
め

町
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
人
的
配
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
人
的
配
置
を
含
め
、

具
体
的
な
対
応
は
今
後
の

検
討
課
題
だ
が
、
情
報
発

信
に
努
め
た
い
。

田
君
踏
切
の
歩
道
改
良
後

の
安
全
対
策
を

　
田
君
踏
切
の
歩
道
が

改
良
さ
れ
た
が
、
そ
の
先

の
国
道
１
７
８
号
線
を
歩

行
者
・
自
転
車
・
歩
行
機

な
ど
の
横
断
が
極
め
て
し

に
く
い
。
ま
た
１
７
８
号

線
か
ら
車
で
の
右
折
左
折

も
十
分
な
安
全
確
認
が
必

要
だ
。
町
民
の
安
全
を
確

保
す
る
上
か
ら
、
こ
の
ま

ま
放
置
で
き
な
い
。
関
係

機
関
へ
安
全
対
策
の
強
力

な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

町
長
　
指
摘
の
と
お
り
、

い
か
に
も
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
の
で
対
応
が

急
が
れ
る
。
公
安
委
員
会

へ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
・
町

民
課
等
協
議
し
な
が
ら
地

元
の
要
望
し
て
お
り
、
暫

く
の
時
間
が
い
る
が
横
断

歩
道
が
で
き
る
も
の
と
聞

い
て
い
る
。

町
づ
く
り
イ
コ
ー
ル
人
口

問
題
。
体
制
強
化
が
必
要

　
人
口
減
少
に
伴
い
高

齢
化
が
急
速
に
進
み
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
え
と

人
材
不
足
か
ら
の
人
的
空

洞
が
お
き
て
い
る
。
消
滅

の
危
機
が
存
在
し
て
い
る

の
に
、
そ
こ
に
目
を
向
け

　
道
の
駅
建
設
に
対
す

る
町
民
の
不
安
は
解
消
さ

れ
て
い
な
い
。
誰
の
た
め

に
つ
く
る
の
か
。
町
民
の

た
め
か
　
観
光
客
の
た
め

か
。

町
長
　
道
路
の
利
用
者
で

あ
り
、
公
の
施
設
と
し
て

町
民
の
利
便
に
供
す
る
こ

と
だ
。

　
観
光
客
の
た
め
と
す

る
な
ら
立
地
環
境
を
見
て

も
そ
れ
は
期
待
は
ず
れ
と

な
る
。
町
民
が
利
用
し
や

す
い
町
民
の
た
め
の
道
の

駅
に
す
べ
き
。

町
長
　
日
常
的
に
利
用
さ

れ
愛
さ
れ
る
道
の
駅
を
つ

る
こ
と
を
避
け
て
き
た
。

集
中
的
に
人
口
対
策
に
取

組
む
こ
と
が
重
要
だ
。
そ

の
た
め
の
総
合
的
な
人
口

対
策
を
担
う
部
署
が
存
在

し
て
い
な
い
。
人
口
問
題

の
専
門
的
な
部
署
を
設
け

て
集
落
支
援
員
・
地
域
づ

く
り
協
力
隊
を
結
集
し
企

画
・
立
案
・
調
整
機
能
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
町
の
人
口
は
先
の

国
勢
調
査
か
ら
見
る
と
予

想
の
倍
速
の
ス
ピ
ー
ド
で

減
少
し
て
い
る
こ
と
に
驚

い
て
い
る
。
過
去
の
消
滅

集
落
に
は
住
居
の
用
意
な

ど
行
政
と
し
て
も
対
応
し

て
き
た
。

　
行
政
も
議
会
も
人

口
対
策
に
効
果
的
な
手
立

て
が
打
て
な
か
っ
た
こ
と

は
事
実
だ
。
平
成
の
大
合

併
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

が
強
調
さ
れ
た
が
、
現
在

は
そ
れ
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少

に
よ
り
財
政
圧
迫
さ
れ
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
心

配
さ
れ
る
。

町
長
　
合
併
後
の
財
政
状

況
は
指
摘
ど
お
り
だ
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
出
来
る

だ
け
維
持
し
て
い
く
努
力

す
る
。
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本町の医療の拠点は浜坂病院である。その責任と役割を果
たさなければ病院は守れない。更なる努力を期待したい。

谷口 　功 議員

但馬の公立病院を守ろう
　　町長　最善を尽くしたい　

　ずばり！町政を問う。 一 般 質 問

域
構
想
を
策
定
す
る
も
の
。

①
病
床
機
能
分
化
、
連
携

推
進
②
在
宅
医
療
充
実
③

医
療
従
事
者
確
保
の
三
つ

の
重
点
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
病

院
間
の
連
携
、
病
院
と
開

業
医
の
連
携
、
医
療
と
介

護
の
連
携
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
強
化

が
必
要
と
な
る
。
す
で
に

浜
坂
病
院
で
行
っ
て
い
る

総
合
診
療
、
在
宅
医
療
、

予
防
医
療
の
方
向
性
と
一

致
す
る
。

　
教
科
書
ど
お
り
の
答

弁
だ
が
構
想
の
狙
い
は
第

一
に
医
療
費
の
抑
制
、
第

二
に
そ
の
た
め
に
但
馬
の

病
院
の
ベ
ッ
ド
を
大
幅
に

減
ら
す
こ
と
で
は
な
い
か
。

町
長
　
そ
う
い
う
面
も
少

な
か
ら
ず
あ
り
、
且
つ
適

正
な
水
準
に
す
る
と
い
う

面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
１
５
１
８
床
を
１
４ 

０
０
床
に
減
ら
す
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
様
な

議
論
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
国
の
提
示
は
１
１ 

５
０
床
で
あ
る
が
、
１
４ 

０
０
床
に
落
ち
着
い
た
。

ま
だ
最
終
結
論
で
な
く
、

個
々
の
病
院
を
何
床
に
す

る
と
い
っ
た
議
論
は
さ
れ

て
い
な
い
。
浜
坂
病
院
は

す
で
に
１
１
０
床
を
55
床

に
減
ら
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
以
上
減
ら
せ
な
い
と

意
見
を
述
べ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
10
年
前

に
、
医
師
不
足
を
理
由
に

し
た
「
但
馬
の
医
療
再
編
」

が
大
問
題
と
な
っ
た
。
但

馬
に
九
つ
の
公
立
病
院
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
医
師
不

足
で
あ
っ
た
。「
但
馬
医

療
確
保
対
策
協
議
会
」
を

設
置
し
て
医
師
確
保
を
推

進
す
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
論
は
、
北
但

は
豊
岡
病
院
・
南
但
は
八

鹿
病
院
を
中
核
病
院
と

し
、
各
公
立
病
院
の
医
師

を
集
約
す
る
（
豊
岡
・
八

鹿
病
院
に
集
め
る
）、
そ

の
た
め
浜
坂
病
院
の
常
勤

医
師
が
大
幅
に
減
ら
さ

れ
、
病
床
も
半
減
し
た
。

香
住
・
村
岡
・
出
石
・
梁
瀬
・

日
高
病
院
な
ど
も
削
減
さ

れ
た
。
今
、
同
じ
こ
と
が

繰
り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
中

で
も
、
日
高
医
療
セ
ン
タ 

ー(

日
高
病
院)

を
、
無

床
の
診
療
所
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
日
高
病
院
は

豊
岡
病
院
の
回
復
期
の
機

能
を
担
い
、
眼
科
セ
ン

タ
ー
を
設
け
但
馬
各
地
か

ら
患
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
新
温
泉
町
住
民
も
多

く
の
方
が
入
院
治
療
を
受

け
て
い
る
。
日
高
医
療
セ

ン
タ
ー
の
無
床
化
も
、
但

馬
の
公
立
病
院
の
病
床
も

こ
れ
以
上
減
ら
す
よ
う
な

「
医
療
構
想
」
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

町
長
　
当
然
な
が
ら
、
今

の
病
床
数
を
確
保
す
る
べ

く
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

構
想
は
但
馬
全
体
の
中
で

の
判
断
で
あ
る
。

　
安
倍
政
権
は
戦
争
法

を
推
進
し
、
人
を
殺
す
戦

争
と
は
真
反
対
に
位
置
す

る
、
医
療
・
介
護
・
生
活

保
護
・
年
金
な
ど
、
人
を

生
か
す
社
会
保
障
を
大
幅

に
削
減
し
て
い
る
。
昨
年

国
は
、「
地
域
医
療
構
想
」

を
都
道
府
県
単
位
、
医
療

圏
域
ご
と
に
策
定
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
が
、
そ

の
背
景
や
目
的
を
明
ら
か

に
し
、
但
馬
と
わ
が
町
の

医
療
、
さ
ら
に
は
浜
坂
病

院
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
、
わ
か
り
や
す

い
内
容
説
明
を
求
め
る
。

町
長
　
団
塊
の
世
代
が
75

歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年

に
は
医
療
・
介
護
の
需
要

増
大
が
予
測
さ
れ
、
適
切

な
地
域
医
療
の
提
供
体

制
、
地
域
完
結
型
医
療
圏
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鳥
取
市
と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
は
道
州
制
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

　
　
町
長
　
道
州
制
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

中井 次郎 議員

　ずばり！町政を問う。

事
業
と
い
う
も
の
を
発
足

し
、
幸
い
地
方
創
世
交
付

金
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
う
い
う
中
で
、
こ

と
し
の
４
月
に
鳥
取
市
長

の
方
で
、
検
討
し
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

勉
強
会
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

企
画
課
長
　
定
住
自
立
圏

に
つ
い
て
は
、
生
活
に
必

要
な
機
能
の
確
保
が
目
的

で
あ
る
。
連
携
中
枢
都
市

圏
は
、
そ
の
機
能
に
加
え

て
経
済
成
長
を
け
ん
引
で

あ
る
と
か
、
高
次
元
の
都

市
機
能
の
強
化
な
ど
の
事

業
に
、
特
別
交
付
税
の
措

置
が
さ
れ
る
。

　
勉
強
会
を
立
ち
上

げ
る
段
階
だ
と
い
う
こ
と

だ
が
、
鳥
取
市
民
に
配
布

し
た
チ
ラ
シ
で
は
、
平
成

30
年
４
月
に
は
中
核
都
市

を
目
指
す
と
宣
伝
し
て
い

る
。
平
成
27
年
９
月
に
は

鳥
取
市
議
会
も
中
核
都
市

移
行
推
進
決
議
を
あ
げ
て

い
る
。
鳥
取
市
総
務
企
画

委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
る
と
、
平
成
28
年
６

月
28
日
委
託
事
業
採
択
決

定
、
７
月
15
日
総
務
省
と

委
託
契
約
を
締
結
、
９
月

か
ら
12
月
に
つ
い
て
は
、

調
査
事
業
の
実
施
、
平
成

29
年
１
月
に
は
調
査
結
果

の
取
り
ま
と
め
と
い
う
よ

う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決

ま
っ
て
い
る
。

町
長
　
４
月
に
提
案
が
あ 

っ
た
の
は
、
い
ま
い
わ
れ

た
事
業
を
平
成
28
年
に
取

り
組
む
こ
と
を
含
む
勉
強

　
４
月
14
日
付
の
新
聞

に
、
鳥
取
市
が
岩
美
、
若

桜
、
智
頭
、
八
頭
、
新
温

泉
、
香
美
町
の
６
町
と
協

力
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
連

携
中
枢
都
市
圏
と
は
一
体

ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

町
長
　
昨
年
の
８
月
に
鳥

取
県
東
部
１
市
４
町
と
、

新
温
泉
町
、
香
美
町
と
も

に
地
方
創
世
の
一
環
で
麒

麟
獅
子
の
ま
ち
圏
域
連
携

会
で
あ
る
。

　
定
住
自
立
圏
と
の

違
い
は
、
連
携
中
枢
都
市

圏
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
を
立

ち
上
げ
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
決

定
す
る
。
そ
の
懇
談
会
に

は
６
町
は
参
加
で
き
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
連
携
中
枢
都
市
圏
は
都

道
府
県
を
こ
え
た
道
州
制

（
合
併
）
で
は
な
い
か
。

町
長
　
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
の

段
階
に
町
が
入
れ
な
い
な

ど
と
い
う
こ
と
は
初
め
て

知
っ
た
。
道
州
制
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
に
声
を
あ

げ
て
い
き
た
い
。

町の医療や経済は鳥取市を中心とする圏域に含まれている。新たな
連携中枢都市圏の動きにも敏感に対応してほしいものだ。
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委員会報告

総務教育常任委員会
平成２８年９月５日開会

　

こ
ど
も
教
育
課

報
告
事
項

浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
の

立
替
候
補
地
に
お
け
る

重
点
項
目

　
現
在
の
敷
地
面
積
と
同

等
以
上
の
確
保
、
職
員
・

来
客
等
の
駐
車
場
の
確
保  

ほ
か

Ｑ　
将
来
を
見
据
え
て
の

面
積
と
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
将
来
を
勘
案
し
た
上

で
検
討
し
た
い
。

年
収
３
６
０
万
円
未
満

の
ひ
と
り
親
世
帯
及
び

多
子
世
帯
の
保
育
料
の

負
担
軽
減
を
図
る

　

生
涯
教
育
課

報
告
事
項

夢
ホ
ー
ル
改
修
つ
い
て

Ｑ　
夢
ホ
ー
ル
の
女
性
用

ト
イ
レ
を
洋
式
に
改
修
で

き
な
い
か
。

Ａ　
夢
ホ
ー
ル
の
耐
震
診

断
と
、
ト
イ
レ
の
改
修
は

考
え
て
い
る
。

岸
田
川
駅
伝
競
走

　
　

10
月
23
日
開
催

Ｑ　
参
加
チ
ー
ム
が
少
な

い
。

Ａ　
一
般
の
参
加
は
17
チ 

ー
ム
で
あ
る
。（
昨
年
の

実
績
）。

文
化
祭

浜
坂
　
10
月
29
日

　
　
　
　
　
～
11
月
３
日

温
泉
　
11
月
１
日
～
３
日

　

税
務
課

報
告
事
項

町
税
徴
収
実
績

Ｑ　
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
前
年
比
35
名
減
っ
て

い
る
。

Ａ　
相
続
と
か
売
買
に
よ 

っ
て
減
っ
た
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
燃
費
の
不
正
に
か
か
る

問
題
は
兵
庫
県
の
協
議
対

応
で
処
理
す
る
方
針
。
新

温
泉
町
の
対
象
車
は
23
台

で
あ
る
。

　

企
画
課

条
例
改
正

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

関
す
る
制
度
改
正

報
償
費
の
ア
ッ
プ

　
現
行
16
万
５
千
円
を
20 

万
８
千
円
以
内
と
す
る
。

Ｑ　
現
在
勤
務
し
て
い
る

隊
員
に
も
適
用
さ
れ
る
か
。

Ａ　
適
用
さ
れ
な
い
。
今

後
採
用
さ
れ
る
隊
員
よ
り

適
用
さ
れ
る
。

　
採
決
の
結
果
　
賛
否
同

数
と
な
り
委
員
長
裁
決
に

よ
り
委
員
会
と
し
て
了
承

し
た
。

報
告
事
項

第
３
次
町
情
報
化
計
画

に
つ
い
て

目
的
　
町
の
情
報
化
推
進

対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

や
方
向
性
を
示
し
計
画
的

な
施
策
展
開
を
図
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

28
年
４
月
～
７
月

　
情
報
化
推
進
委
員
会
設

置
要
綱
改
正

28
年
８
月
～
11
月

　
情
報
化
推
進
委
員
会
開

催29
年
２
月
～
３
月

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

情
報
化
推
進
本
部
会
議

　

総
務
課

報
告
事
項

健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
の
詳
細
の
説
明

浜
坂
病
院
に
つ
い
て

Ｑ　
浜
坂
病
院
は
資
金
を

い
く
ら
必
要
と
す
る
の
か
。

Ａ　
一
般
会
計
か
ら
２
億

円
の
繰
り
入
れ
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。
今
年
度
以
降

も
同
じ
程
度
必
要
で
あ
る

と
み
て
い
る
。



産業建設常任委員会
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平成２８年９月６日開会

　
牧
場
公
園
課

報
告
事
項

Ｑ　
ラ
ク
ビ
ー
ス
ク
ー
ル 

（
高
砂
、
津
山
）
の
利
用

が
あ
る
。
ラ
ク
ビ
ー
の
町

と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

Ａ　
冬
季
以
外
の
集
客
で

考
え
た
い
。

　

農
林
水
産
課

報
告
事
項

Ｑ　
農
業
委
員
会
の
改
正

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
問
う
。

Ａ　
メ
リ
ッ
ト
は
専
門
性

が
あ
る
。
委
員
数
減
で
細

か
い
活
動
が
で
き
る
の
か

心
配
。

Ｑ　
有
害
鳥
獣
捕
獲
。
具

体
的
対
策
は
。

Ａ　
焼
却
施
設
を
作
る
の

が
効
果
的
だ
が
、
町
単
独

で
は
困
難
。
香
美
町
と
共

同
で
造
れ
な
い
か
協
議
し

て
い
る
。

委員会報告

10 月 12 日午前 10 時から行われた道の駅起工式。工事の安全
はもとより、指定管理等、運営体制の確立も急務である。

　
建
設
課

報
告
事
項

Ｑ　
空
き
家
等
対
策
協
議

会
１
度
で
も
会
議
し
て
い

る
か
。

Ａ　
８
月
23
日
第
１
回
開

催
。
空
き
家
対
策
で
の
町

の
体
制
を
示
し
意
見
を
聞

い
た
。

協
議
事
項

財
産
取
得
に
つ
い
て

（
新
）
残
土
処
分
場
用
地

Ｑ　
進
捗
状
況
、
動
向
は
。

Ａ　
相
談
中
、
相
続
の
方

等
地
権
者
は
５
名
で
24
筆

で
あ
る
。

特
別
会
計
補
正
予
算

（
浜
坂
地
区
残
土
処
分

場
事
業
・
温
泉
地
区
残

土
処
分
場
事
業
）

　
委
員
会
と
し
て
承
認
す

る
。

　

商
工
観
光
課

報
告
事
項

Ｑ　
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
確
定
結
果
は
良
か
っ

た
か
。

Ａ　
概
ね
や
り
た
い
と
こ

ろ
は
頂
い
た
と
思
う
。

協
議
事
項

新
温
泉
町
道
の
駅
建
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

Ｑ　
木
造
建
築
に
し
て
は

高
い
が
妥
当
な
金
額
か
。

Ａ　
ト
イ
レ
設
備
、
非
常

時
の
為
の
タ
ン
ク
備
付
け

に
８
千
万
円
ぐ
ら
い
掛
か

り
全
体
で
の
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
落
札
金
額
は
坪
当
た

り
１
２
０
万
円
と
大
変
高

い
。
厨
房
設
備
も
含
ま
れ

て
い
る
か
。

Ａ　
含
ま
れ
て
い
な
い
。

Ｑ　
設
計
を
み
る
と
単
独

看
板
が
無
い
が
ど
う
す
る

の
か
。

Ａ　
大
き
な
看
板
は
今
回

の
建
築
に
入
っ
て
な
い
。

こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。

　
委
員
会
と
し
て
承
認
す

る
。

新
温
泉
町
道
の
駅
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ　
建
物
が
出
来
て
な

い
。
設
管
条
例
を
制
定
す

べ
き
で
な
い
。

Ａ　
事
前
に
条
例
を
定
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合

は
そ
の
限
り
で
な
い
こ
と

で
お
願
い
す
る
。

Ｑ　
名
称
「
浜
坂
の
郷
」

は
老
人
ホ
ー
ム
に
あ
る

し
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
」
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
館
」

が
あ
る
。
愛
称
名
は
使
え

な
い
の
か
。

Ａ　
検
討
委
員
会
の
決
定

事
項
あ
る
。
愛
称
名
は
検

討
す
る
。

Ｑ　
町
長
は
運
営
方
法
を

指
定
管
理
で
い
く
と
明
言

し
た
。
担
当
課
は
間
違
い

な
い
か
。

Ａ　
担
当
課
は
そ
の
予
定

で
あ
る
。

　
委
員
会
と
し
て
承
認
す

る
。
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Ｑ　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
へ
の
分
別
収
集
が
特

に
問
題
が
あ
る
。

Ａ　
セ
ン
タ
ー
改
良
も
含

め
検
討
す
る
。

害
獣
処
理
に
つ
い
て

Ｑ　
道
路
上
の
処
理
は
ど

う
な
る
の
か
。

Ａ　
各
道
路
の
管
理
者
の

責
任
で
処
理
す
る
。

　
健
康
福
祉
課

報
告
事
項

低
所
得
者
の
高
齢
者
向

け
の
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
支

給
状
況
に
つ
い
て

Ｑ　
受
給
資
格
者
に
充
分

連
絡
を
し
、
資
格
者
全
員

に
受
給
し
て
も
ら
う
よ
う

に
努
め
る
べ
き
だ
。

Ａ　
広
報
等
で
周
知
を
し

て
い
る
が
、
全
員
受
給
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
全
員

受
給
に
努
め
る
。
８
月
末

現
在
の
支
給
状
況
は
92
・

５
％
で
あ
る
。

　
上
下
水
道
課

報
告
事
項

下
水
道
接
続
状
況
に
つ

い
て

Ｑ　
加
入
戸
数
の
伸
び
が

あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
が
。

Ａ　
加
入
促
進
に
向
け
努

力
す
る
。

浜
坂
温
泉
配
湯
事
業
に

つ
い
て

Ｑ　
町
の
特
別
な
事
業
で

あ
り
、
町
づ
く
り
に
寄
与

す
べ
き
。

Ａ　
加
入
金
を
下
げ
て
も

加
入
が
増
す
と
は
考
え
に

く
い
が
、
検
討
努
力
は
す

る
。

下
水
道
料
金
改
定
に
つ

い
て

Ｑ　
答
申
が
で
た
よ
う
だ

が
、
い
つ
改
定
す
る
の
か
。

Ａ　
今
後
十
分
に
検
討
し

て
い
く
。

　
浜
坂
病
院

報
告
事
項

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

てＱ　
医
学
生
の
思
い
な
ど

を
も
っ
と
広
報
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ　
出
来
る
限
り
努
力
す

る
。

本町のごみ処理は広域と独自の処理で行われている。処理の合理的
な方法での分別だが、未だに混乱が生じている。改善すべき。

多目的ホールで行われた病院フォーラム。医学研修生から抱負の発
表があった。浜坂の印象は良好との意見であった。

環境福祉常任委員会

　
町
民
課

報
告
事
項

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

Ｑ　
い
つ
も
明
快
な
回
答

が
な
い
。
な
ぜ
町
民
が
理

解
に
苦
し
む
分
別
に
な
っ

た
の
か
。

Ａ　
分
別
方
法
は
再
検
討

も
視
野
に
入
れ
、
出
来
る

だ
け
分
か
り
易
い
区
分
に

努
め
る
。

平成２８年９月８日開会
　

委員会報告
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議 会 日 誌
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意 

見 

書

●
安
心
で
き
る
年
金
制
度

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

（
原
案
可
決
）

　
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は

国
会
及
び
政
府
関
係
機
関

に
提
出
し
た
。

　
任
命
同
意

●
教
育
委
員
会
委
員

氏
名
　
大
林
益
代 
氏

　
　
　
　（
浜
坂
）
を
同
意

任
期
：
平
成
28
年
11
月
29

日
か
ら
４
年
間

　

議
会
日
誌

（
７
月
）

4
～
5
日
　
北
但
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
議
員
視
察
研
修

　
　
　《
小
牧
市
・
四
日
市
市
》

8
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

12
～
13
日
　
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会
評

　
　
　
議
員
会
議
及
び
議
長
研
究
会

　
　
　 

《
神
戸
市
》

15
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

19
日
　
第
47
回
但
馬
広
域
行
政
事
務
組

　
　
　
合
議
会
定
例
会 

《
豊
岡
市
》

21
～
22
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
視

　
　
　
察
研
修
《
広
島
県
神
石
高
原
町
》

26
～
27
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　

　
　
　
視
察
研
修
《
徳
島
県
神
山
町
》

（
８
月
）

2
日
　
議
会
運
営
委
員
研
修
会《
神
戸
市
》

7
日
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
竣
工
式

　
　
　《
豊
岡
市
》

9
日
　
但
馬
地
域
づ
く
り
懇
話
会
《
豊
岡
市
》

25
日
　
議
会
運
営
委
員
会

30
日
　
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
議
会
定

　
　
　
例
会

（
９
月
）

1
～
29
日
　
第
79
回
新
温
泉
町
議
会
　

　
　
　
定
例
会

2
日
　
全
員
協
議
会

2
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

5
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

6
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

8
日
　
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

16
日
・
20
日
・
21
日
・
27
日

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

第 79 回定例会  議案採決一覧表（Ｈ 28.9）

　議　員　名　

　議　案　名

1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
賛
　
　
　
成

反
　
　
　
対

採
　
　
　
決

中

井
　

勝

谷

口
　

功

宮

脇
　

諭

植
田
光
隆

岡
坂
峰
雄

谷
田
一
富

中

村
　

茂

西
村
敏
弘

西
村
銀
三

中
井
次
郎

池
田
宜
広

宮
本
泰
男

岩
本
修
作

高
橋
邦
夫

小
林
俊
之

新温泉町防災行政無線（デジタル同報系）
整備工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 12 2 可

決

新温泉町道の駅建築工事請負契約の締結
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 13 1 可

決

新温泉町道の駅条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 13 1 可
決

平成２７年度新温泉町一般会計歳入歳出
決算の認定について

欠
席 × ○ ○ ○ ○ 欠

席 × × × ○ ○ ○ × - 7 5 可
決

平成２７年度新温泉町浜坂地区残土処分場
事業特別会計歳入歳出決算の認定について

欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 11 1 可
決

若者も高齢者も安心できる年金制度の実
現を求める請願書

欠
席 ○ × ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 10 2 採
択

安心できる年金制度の実現を求める意見
書について

欠
席 ○ × ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 10 2 可
決

○は賛成、×は反対、－は議長職のため採決に加わらない。（全員賛成議案は省略）

一
般
質
問
の
動
画

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
掲
載
を
開
始

　
新
温
泉
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

で
は
、
議
会
一
般

質
問
の
動
画
を
配

信
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
使
い
の
方
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
読
み
取
り
ア
プ
リ
を
使
用
し
て

簡
単
に
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。



　
　
　

モ
ス
フ
ロ
ッ
ク
ス
（
新
温
泉
町
岸
田
）

代　

表　

 

馬　

場　

節　

子

挿し絵　清水伸子氏

活
動
内
容
は
…
毎
年
も
み
じ
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
参
加

を
目
標
に
秋
の
農
繁
期
が
一
段
落
し
た
頃
か
ら
活
動

を
は
じ
め
ま
す
。「
モ
ス
フ
ロ
ッ
ク
ス
」
は
「
芝
桜
」

と
い
う
意
味
で
す
。
か
つ
て

海
上
集
落
に
芝
桜
を
た
く
さ

ん
植
え
て
い
た
の
で
そ
こ
か

ら
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。

い
つ
か
ら
…
昭
和
64
年
10
月

奥
八
田
小
学
校
の
児
童
の
保

護
者
に
当
時
担
任
だ
っ
た
大

森
智
恵
美
先
生
か
ら
「
マ
マ

さ
ん
達
で
コ
ー
ラ
ス
を
は
じ

め
ま
せ
ん
か
。」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
早
速
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
マ
マ
さ
ん
を
誘
い
２
～

３
人
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
が

少
し
ず
つ
人
数
も
増
え
ま
し

た
。

メ
ン
バ
ー
は
…
当
初
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
両
親
の
介
護
、
仕
事
等
で
、

こ
こ
数
年
は
協
力
し
て
い
た
だ
け
な
い
方
も
お
ら
れ

残
念
で
す
。
地
域
の
若
い
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

会
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
…
子
供
達
が
成
長
し
て
い

く
な
か
で
、
私
達
も
一
緒
に
様
々
な
経
験
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
服
装
は

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ラ
ッ

ク
ス
、
ス
カ
ー
フ
等
の
気
楽
な
ス

タ
イ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
…
お
隣
に
住
ん
で

い
て
も
車
で
す
れ
違
う
だ
け
の
昨

今
で
す
。
共
通
の
趣
味
で
集
ま
り

話
を
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
こ

と
で
す
。
声
を
出
す
、
歌
を
歌
う

こ
と
は
ボ
ケ
防
止
に
も
役
立
ち
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
で
地
域

の
活
性
化
に
少
し
は
貢
献
し
て
い

る
の
で
は
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
…
歌

の
お
好
き
な
方
、
是
非
気
楽
に
お

い
で
下
さ
い
。

　

皆
で
コ
ー
ラ
ス
す
る
の
は
と
て

も
気
分
が
い
い
も
の
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ

て
も
集
ま
っ
て
歌
え
れ
ば
最
高
で
す
ね
。

発
行
・
新
温
泉
町
議
会　

編
集
・
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
〒
６
６
９
‐
６
７
９
２  

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
１

　
　
　
　
　
　
　

     　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
９
６
）
８
２
ー
５
６
２
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地
域
活
性
化
に
少
し
は
貢
献

  

編
集
後
記

　
風
が
す
ず
し
く
感
じ
る
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
10

月
に
は
上
山
高
原
で
、「
第
11

回
全
国
高
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
多
数
の
皆
様
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
、
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
号
で
は
決
算
認

定
を
中
心
に
編
集
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様

に
わ
か
り
や
す
い
内
容
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご

愛
読
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｓ
・
Ｉ
）

議会広報調査特別委員会

委員長　中村　茂

副委員長　池田宜広

委　員　岡坂峰雄

　 　 　 西村敏弘

　 　 　 宮本泰男

　　　岩本修作

発
行
者
　
議
長
　
小
林
俊
之

次
回
定
例
会
は
　

　 

　
12
月
で
す
。

  

傍
聴
し
て
下
さ
い
。


